
















































































































































































































　今年度は「第27回全国ネイチャーゲーム研究大会 in 岐阜 2017」に 2 泊 3 日














「Ｄ：木育」「Ｅ：絵本」の 5 コースである。 2 日目の朝から、コース毎にアク
ティビティ体験がスタートした。筆者は、Ｂコースの厳立峡〔聞く〕「滝の音
を聞きながらめぐる飛騨小坂の滝」を選択し参加した（写真13参照）。約 5 万
4 千年前の御嶽山の大噴火で流れ出た溶岩でできた「厳立」（溶岩流の断面）は、
見事な桂状節理を形成していた（写真14参照）。三ツ滝を経て御嶽山から流れ
出た溶岩流からなる溶岩台地の森を散策することで、御嶽山が育む大自然を五
感で感じることができた（写真15、16参照）。溶岩台地に広がる新緑の中で大
自然の渓谷を流れる滝の瀬音に耳を澄ます自然に触れ合う活動を体験した。
　夕食後や早朝に行われるフリープログラムに加えて、今回は、テーマごとに
座長を中心として意見交換や情報交換をする座アラカルトも新たな試みとして
行われた。夜の「座アラカルト」では、「呼吸法を意識したネイチャーゲーム
の実践と検証 ｣ などの中から、「幼児の自然体験活動」について交流する座を
選択した。全国から約130名が集う全国研究大会での交流は、自然体験型環境
教育であるネイチャーゲームの実践面と理論について、体験しながら調査し研
究を深めることのできる貴重な機会になっている。
おわりに
　自然体験活動や環境教育を推進していくには、日頃から身近な自然に触れ、
自然体験や観察を通して、環境問題に自分のこととして気づき、自分の体験を
通して知った事実に基づいて考え、自分の意見を持ち、そして自然環境を守る
ために行動できることが望まれる。「京女の森」や「京女　鳥部の森」において、
学生と一緒に継続的に自然体験活動をすることは、卒業後も小学校や幼稚園で
教諭として、さらには親として、子どもと一緒に自然を体験し、振り返り、感
動をわかちあうことへと繋がると考えている。また、ネイチャーゲームの地域
の会等での活動は、子どもたちと自然の中で活動する実践の場として貴重な機
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会となっている。体験活動の実践者自身、相互に情報を交換したり共有したり
する交流の機会を持つことが大切である。
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